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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第３期
第２四半期
連結累計期間

第４期
第２四半期
連結累計期間

第３期

会計期間  

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高 (千円) 4,813,2974,152,0979,800,425

経常損失(△) (千円) △635,146△812,685△1,031,017

四半期（当期）純損失(△)(千円) △806,789△809,784△1,463,471

四半期包括利益又は包括利

益
(千円) △802,969△810,283△1,449,844

純資産額 (千円) 7,762,4816,485,6127,118,575

総資産額 (千円) 12,087,40510,549,95911,031,062

１株当たり四半期（当期）

純損失金額(△)
　(円) △23.31 △23.40 △42.29

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
　(円) － － －

自己資本比率 (％) 58.4 53.1 58.2

営業活動による

キャッシュ・フロー

 

(千円)
△530,532△513,535△483,812

投資活動による

キャッシュ・フロー

 

(千円)
△231,459△67,902△361,157

財務活動による

キャッシュ・フロー

 

(千円)
△118,615△103,166△262,185

現金及び現金同等物の四半

期末（期末）残高

 

(千円)
2,288,2771,377,1252,061,729
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回次  
第３期
第２四半期
連結会計期間

第４期
第２四半期
連結会計期間

会計期間  

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純損失金

額(△)
　(円) △14.72 △6.69

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。 

　　　　４　第３期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　５　当第２四半期連結会計期間において株式併合を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われた

と仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しておりま

す。

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1)当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

(2)当社グループは、当第２四半期連結累計期間において８億38百万円の四半期営業損失を計上し、過去５期にわた

り営業損失を計上しております。これにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており

ますが、継続企業の前提に関して重要な不確実性は認められません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災及びその後の電力供給不足などに

より企業の生産活動は著しく低下したものの、サプライチェーンの復旧に伴い徐々に回復し、消費も回復基調にあ

ります。しかし一方で、米国景気の減速、欧州の金融不安による急激な円高等により日本経済の低迷は継続し、予断

を許さない状況であります。

  このような状況のもと、当社グループはファンド事業及び上場株式等投資事業に注力し、企業再生関連投資事業

に積極的に取り組んでまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の売上高は、ロジスティックス事業に係る売上高の減少などにより41億52百万円（前

第２四半期連結累計期間48億13百万円）にとどまりました。また、コスト削減等の経営効率化を図りましたが営業

利益は△８億38百万円（前第２四半期連結累計期間△６億29百万円）、経常利益は△８億12百万円（前第２四半期

連結累計期間△６億35百万円）にとどまり、四半期純利益は、△８億９百万円（前第２四半期連結累計期間△８億

６百万円）となりました。　

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

　上場株式等投資事業におきましては、欧州の金融不安や米国経済の二番底懸念などを背景に世界の株式市場は軟

調に推移し、日本においても急激な円高やデフレの進行による企業収益悪化の懸念により、日経平均が１万円を割

り込むなど株式市場は下落しました。当社の投資先企業の株価も同様に推移したことにより、売上高の計上はなく

（前第２四半期連結累計期間－百万円）、商品有価証券運用損の計上などにより、セグメント利益は△67百万円

（前第２四半期連結累計期間△69百万円）となりました。

  企業再生関連投資事業における投資対象事業の状況は、次のとおりであります。

　　ロジスティックス事業におきましては、営業努力により既存荷主との取引拡大があったものの、物流量の減少の

影響などを受け、外部顧客に対する売上高は24億26百万円（前第２四半期連結累計期間29億39百万円）となり、コ

スト削減を行いましたが、セグメント利益は△10百万円（前第２四半期連結累計期間74百万円）となりました。

　雑貨事業におきましては、積極的な営業活動を推進しハズキルーペ等の主力製品について売上の確保、新規顧客の

開拓を進めたものの、外部顧客に対する売上高は10億77百万円（前第２四半期連結累計期間12億49百万円）とな

り、売上拡大のための販売促進費や広告宣伝費等の増額により、セグメント利益は△２億67百万円（前第２四半期

連結累計期間94百万円）となりました。

　産業機器関連・雑貨製造事業におきましては、既存製品の受注・売上確保に努めたものの、医療業界における競争

激化など厳しい経営環境下にあり、外部顧客に対する売上高は６億48百万円（前第２四半期連結累計期間６億23百

万円）にとどまりましたが、大幅なコスト削減を行ったことなどにより、セグメント利益は１億91百万円（前第２

四半期連結累計期間５百万円）となりました。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

　に比べ６億84百万円減少し、13億77百万円となりました。主な要因と当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　　営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、売上債権の減少89百万円がありましたが、税金等調整前四半

期純利益△７億80百万円等により、５億13百万円の資金減（前第２四半期累計期間は５億30百万円の資金減）とな

りました。

　投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、定期預金の払戻による収入１億円等がありましたが、有形固

定資産の取得による支出１億30百万円により、67百万円の資金減（前第２四半期連結累計期間は２億31百万円の資

金減）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、短期借入金の増加22百万円等がありましたが、長期借入金の

返済による支出89百万円により、１億３百万円の資金減（前第２四半期連結累計期間は１億18百万円の資金減）と

なりました。
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(3)事業上および財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は29百万円であります。

　

(5)事業等のリスクに記載した重要事象等についての検討内容及び改善するための対応策

　当社グループは、当第２四半期連結累計期間において８億38百万円の四半期営業損失を計上し、過去５期にわたり

営業損失を計上しております。これにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま

すが、継続企業の前提に関して重要な不確実性は認められません。

　当社グループは当該状況を解消すべく、グループ経営の効率化、子会社における営業力の強化及び大胆な戦略と一

層の効率化・合理化を行うなど業績改善に努めていく所存であります。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 36,511,940 36,511,940

大阪証券取引所

　ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 36,511,940 36,511,940 ― ―

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
 （株）

資本金増減額
 

 （千円）

資本金残高
 

 （千円）

資本準備金
増減額
 （千円）

資本準備金
残高

 （千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
△328,607,46536,511,940 ― 1,636,065 ― 1,194,261

　(注）平成23年７月15日をもって10株を１株に株式併合し、発行済株式数は328,607,465株減少し、36,511,940株と　　

　　　なっております。
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＫＥＮＺＯグループ株式会社 東京都港区六本木６丁目10－１ 5,571 15.26

ＫＥＮＺＯ株式会社 東京都港区六本木６丁目10－１ 5,108 13.99

板井　加都巳 新潟県新潟市 250 0.68

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４－６ 240 0.66

下坂　喬 兵庫県宝塚市 222 0.61

天恵　義明 徳島県板野郡藍住町 159 0.44

宮田　文子 東京都江東区 139 0.38

マネックス証券株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目11－１ 136 0.37

仲瀬　重樹 静岡県浜松市 133 0.37

長嶋　兼敏 福岡県北九州市　 130 0.36

計 ― 12,092 33.12

（注）　上記のほか、自己株式が1,915千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ―　　　　　　 ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      1,915,600 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式     33,310,500        333,105 ―

単元未満株式 普通株式　 　 1,285,840 ― ―

発行済株式総数       36,511,940 ― ―

総株主の議決権 ―       333,105 ―

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,200株（議決権42個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 78株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

プリヴェ企業再生グループ㈱
東京都港区六本木一

丁目６番１号
1,915,600 ― 1,915,600   5.25  

計 － 1,915,600 ― 1,915,600  5.25  

　　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、霞が関監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,271,405 1,489,815

受取手形及び売掛金 1,493,187 1,403,432

商品有価証券 477,093 392,762

たな卸資産 ※1
 437,145

※1
 567,201

その他 501,101 822,955

貸倒引当金 △21,513 △23,321

流動資産合計 5,158,418 4,652,844

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,427,075 1,378,767

土地 2,626,701 2,626,701

その他（純額） 498,745 571,426

有形固定資産合計 4,552,523 4,576,894

無形固定資産

のれん 761,160 732,912

その他 102,276 87,036

無形固定資産合計 863,437 819,948

投資その他の資産

投資有価証券 68,512 69,838

その他 766,557 473,338

貸倒引当金 △379,607 △43,854

投資その他の資産合計 455,462 499,322

固定資産合計 5,871,423 5,896,165

繰延資産 1,220 949

資産合計 11,031,062 10,549,959

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 697,348 577,646

短期借入金 940,458 917,838

未払法人税等 132,250 70,126

引当金 43,788 41,269

その他 417,913 851,606

流動負債合計 2,231,761 2,458,486

固定負債

社債 150,000 150,000

長期借入金 451,980 407,586

退職給付引当金 237,926 234,102

その他 840,816 814,171

固定負債合計 1,680,725 1,605,860

負債合計 3,912,486 4,064,346
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,636,065 1,636,065

資本剰余金 29,147,482 29,147,527

利益剰余金 △23,962,500 △24,772,284

自己株式 △4,646 △5,293

株主資本合計 6,816,400 6,006,014

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,796 78

土地再評価差額金 △401,492 △401,492

その他の包括利益累計額合計 △399,696 △401,414

新株予約権 286,845 464,272

少数株主持分 415,025 416,739

純資産合計 7,118,575 6,485,612

負債純資産合計 11,031,062 10,549,959
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 4,813,297 4,152,097

売上原価 4,032,480 3,158,927

売上総利益 780,816 993,170

販売費及び一般管理費 ※1
 1,409,842

※1
 1,831,944

営業損失（△） △629,026 △838,774

営業外収益

投資不動産賃貸料 6,521 6,373

未払配当金除斥益 5,499 －

受取技術料 5,000 －

その他 6,089 47,594

営業外収益合計 23,110 53,968

営業外費用

支払利息 22,574 18,304

不動産賃貸費用 4,443 3,608

その他 2,213 5,967

営業外費用合計 29,231 27,879

経常損失（△） △635,146 △812,685

特別利益

固定資産売却益 37,441 9,389

賞与引当金戻入額 13,177 －

子会社清算益 － ※2
 27,895

その他 3,191 －

特別利益合計 53,810 37,285

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 61,487 －

減損損失 46,705 3,821

その他 1,574 1,297

特別損失合計 109,767 5,119

税金等調整前四半期純損失（△） △691,103 △780,519

法人税、住民税及び事業税 4,333 29,434

法人税等調整額 98,197 △1,389

法人税等合計 102,530 28,045

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △793,634 △808,565

少数株主利益 13,155 1,219

四半期純損失（△） △806,789 △809,784
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △793,634 △808,565

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,335 △1,718

その他の包括利益合計 △9,335 △1,718

四半期包括利益 △802,969 △810,283

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △815,915 △811,997

少数株主に係る四半期包括利益 12,945 1,714
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △691,103 △780,519

減価償却費 150,830 170,423

株式報酬費用 161,663 177,427

のれん償却額 28,248 28,248

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,881 △280,102

退職給付引当金の増減額（△は減少） △50,170 △3,823

引当金の増減額（△は減少） △4,106 △2,519

受取利息及び受取配当金 △936 △937

支払利息 22,574 18,304

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 61,487 －

減損損失 46,705 3,821

売上債権の増減額（△は増加） 418,447 89,755

商品有価証券の増減額（△は増加） 144,999 84,331

たな卸資産の増減額（△は増加） △421,757 △130,056

仕入債務の増減額（△は減少） △252,109 △119,702

その他 △118,815 327,434

小計 △505,924 △417,915

利息及び配当金の受取額 929 937

利息の支払額 △22,835 △14,503

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,701 △82,053

営業活動によるキャッシュ・フロー △530,532 △513,535

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △37 △22

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △276,845 △130,756

有形固定資産の売却による収入 19,952 12,507

投資不動産の売却による収入 68,727 －

差入保証金の差入による支出 △34,938 △44,218

その他 △8,319 △5,412

投資活動によるキャッシュ・フロー △231,459 △67,902

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 22,000

長期借入金の返済による支出 △92,347 △89,014

その他 △26,268 △36,152

財務活動によるキャッシュ・フロー △118,615 △103,166

現金及び現金同等物に係る換算差額 △201 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △880,808 △684,604

現金及び現金同等物の期首残高 3,169,086 2,061,729

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,288,277

※1
 1,377,125
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

 該当事項はありません。

 

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

（連結納税制度の適用）

　第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を採用しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品及び製品 175,534千円

仕掛品 87,397千円

原材料及び貯蔵品 174,213千円

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品及び製品 246,434千円

仕掛品 134,883千円

原材料及び貯蔵品 185,883千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※1　販売費及び一般管理費の主なものは下記のとおりで

す。

※1　販売費及び一般管理費の主なものは下記のとおりで

す。

給料及び手当 159,456千円

役員報酬 187,471千円

賞与引当金繰入額 10,957千円

賃借料 201,661千円

のれん償却額 28,248千円

広告宣伝費　 442,840千円

給料及び手当 213,937千円

役員報酬 195,190千円

賞与引当金繰入 2,196千円

貸倒引当金繰入 1,598千円

　

　

※2　子会社清算益は、特別清算手続中の子会社における債

務免除益等によるものであります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,472,710千円

その他流動資産（預け金） 104千円

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金
△184,538千円

現金及び現金同等物 2,288,277千円

現金及び預金勘定 1,489,815千円

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金
△112,690千円

現金及び現金同等物 1,377,125千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

　

　報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２　

上場株式等
投資事業

ロジス
ティックス
事業

雑貨事業
産業機器関
連・雑貨製
造事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 ― 2,939,9601,249,684623,6524,813,297 ― 4,813,297

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
― 11,413 652 149,590161,656△161,656 ―

計 ― 2,951,3741,250,336773,2424,974,953△161,6564,813,297

セグメント利益又は損失

（△）
△69,688 74,365 94,537 5,168 104,383△733,409△629,026

(注）１　セグメント利益又は損失の調整額 △733,409千円には、セグメント間取引消去70,548千円、各報告セグメント

に配分していない全社収益65,401千円及び全社費用△869,358千円が含まれております。全社収益は、グルー

プ会社からの経営指導料及び業務受託収入であり、全社費用の主なものは、持株会社である当社の運営に係る

費用であります。　

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

　

　報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２　

上場株式等
投資事業

ロジス
ティックス
事業

雑貨事業
産業機器関
連・雑貨製
造事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 ― 2,426,4741,077,612648,0114,152,097 ― 4,152,097

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
― 12,459 588 300,200313,247△313,247 ―

計 ― 2,438,9331,078,200948,2124,465,345△313,2474,152,097

セグメント利益又は損失

（△）
△67,329△10,711△267,377191,285△154,133△684,640△838,774

(注）１　セグメント利益又は損失の調整額 △684,640千円には、セグメント間取引消去△4,921千円、各報告セグメント

に配分していない全社収益72,544千円及び全社費用△752,263千円が含まれております。全社収益は、グルー

プ会社からの経営指導料及び業務受託収入であり、全社費用の主なものは、持株会社である当社の運営に係る

費用であります。　

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △23円31銭 △23円40銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額(△)（千円） △806,789 △809,784

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)（千円） △806,789 △809,784

普通株式の期中平均株式数（千株） 34,608 34,601

（注）　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

損失金額であるため記載しておりません。

　　　　２　当社は、平成23年７月15日付で株式10株につき１株の株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当

該株式併合が行われたと仮定して発行済株式数(普通株式）を算定しております。

　

（会計方針の変更）

　第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６

月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月

30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号　平成22年６月30日）を適

用しております。この適用により、第１四半期連結貸借対照表日後に行った株式併合は、前連結会計年度の期首に

行われたと仮定して１株当たり四半期純損失を算定しております。

　これらの会計基準等を適用しなかった場合の、前第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純損失は、以下の

とおりであります。

１株当たり四半期純損失金額(△)　　　△２円33銭

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書

　
 

平成23年11月11日

　

プリヴェ企業再生グループ株式会社
取締役会　御中

霞 が 関 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　　和夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　　今朝夫　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプリヴェ企業再生
グループ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７
月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プリヴェ企業再生グループ株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日
現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 
　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半　　期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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